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「経営戦略」は、各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続し
ていくための中長期的な経営の基本計画である。

その中心となる「投資・財政計画」は、施設・設備に関する投資の見通
しを試算した計画（投資試算）と、財源の見通しを試算した計画（財源試
算）を構成要素とし、投資以外の経費も含めた上で、収入と支出が均衡す
るよう調整した収支計画である。

下水道事業経営ビジョンの改定について下水道事業経営ビジョンの改定について

経営戦略とは 総務省
経営戦略策定・改定ガイドライン（平成31年3月29日策定）

資料３
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下水道事業経営ビジョンの改定の背景について下水道事業経営ビジョンの改定の背景について

平成３０年１０月 経営戦略として「厚木市下水道事業経営ビジョン」策定
令和 ２年 ４月 企業会計に移行
令和 ３年１２月 企業会計方式による財政推計に基づく経営ビジョンに改定

期間 令和３年度から令和12年度までの10年間

令和８年度中に経営ビジョンを改定

令和３年度～令和12年度 令和８年度～令和17年度

現行計画期間 改定後計画期間

経営戦略の見直し ３年から５年内の見直しを行うことが必要

本市の状況
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総務省からの要請

（令和４年度第１回下水道事業経営セミナー／総務省資料から抜粋）



経営ビジョンの振返り（R3～R7）①経営ビジョンの振返り（R3～R7）①
重点施策
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４つの基本理念 ５つの重点施策 計画額（千円） 実績額（千円） 実績/計画（％）

浸水対策・浸水被害軽減対策 5,014,800 5,279,104 105.27

公共下水道厚木排水区浸水対策

北貯留管整備事業
2,280,000 2,043,116 89.61

公共下水道恩曽川左岸第６排水区

浸水対策事業
950,000 891,250 93.82

その他浸水対策事業 1,784,800 2,344,738 131.37

総合地震対策 292,230 103,300 35.35

公共下水道管渠耐震化改築事業 199,930 103,300 51.67

災害用トイレ整備事業 92,300 0 0.00

下水道ストックマネジメント 1,307,470 1,475,586 112.86

管路施設長寿命化改築事業 861,870 1,160,287 134.62

ポンプ場設備改築事業 445,600 315,299 70.76

市街化調整区域における汚水整備 1,408,100 940,576 66.80

未普及対策事業（市街化調整区域） 892,700 786,661 88.12

その他の未普及対策事業 515,400 153,915 29.86

8,022,600 7,798,566 97.21

安定した事業経営 経営マネジメントの強化

安心・安全

投資額合計

投資額なし

快適な生活環境

自然環境との共生



経営ビジョンの振返り（R3～R7）②経営ビジョンの振返り（R3～R7）②

経営指標 経営目標 令和６年度決算

経費回収率 100％以上 109.25 ％

企業債残高対事業規模比率 300％未満 194.45 ％

流動比率
目安100％以上
目標200％以上

151.99 ％

毎年度決算時に、経営指標による評価を行い、経営状況を確認する。

経営マネジメントの強化
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2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3決算 R4決算 R5決算 R6決算 R7予算 R8 R9 R10 R11 R12

収益
6,073,453 6,090,265 6,121,119 6,125,999 6,174,427 6,295,150 6,078,340 6,035,912 5,991,850 6,007,604

費用
5,782,814 5,917,578 5,760,090 5,875,247 6,289,337 6,769,096 6,414,659 6,426,097 6,350,499 6,488,096

当期純利益
（△は当期純損失）

290,639 172,687 361,029 250,752 △ 114,910 △ 473,946 △ 336,319 △ 390,185 △ 358,649 △ 480,492

未処分利益剰余金
（△は未処理欠損金）

531,923 704,610 1,065,639 1,316,391 1,201,481 727,535 391,216 1,031 △ 357,618 △ 838,110

年度

年度 R6決算 R10 R12

経費回収率（％） 109.25 88.03 85.57
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収支計画（収益的収支・R12まで）収支計画（収益的収支・R12まで）

収
益

費
用

使用料収入横ばい 使用料収入減少

更に費用増加見込

損失の拡大

剰余金の減少

下水道使用料について、令和３年度に改定した経営ビジョンでは、過去の調定件数及び有収水量
の推移を踏まえ、減少すると見込んでいたが、実績としては概ね横ばいで推移している。しかし、
人口減少の進行や節水型機器の普及等により有収水量の減少が見込まれることから、今後は減少
傾向で推移するものとして推計している。

下水道事業費用においては、流域下水道事業負担金の増加や、管路施設・ポンプ場施設の老朽化
に伴う修繕費の増加を見込んでいる。更に、特別重点調査の結果に基づく修繕等の新規事業に加
え、物価・光熱水費・人件費・企業債借入利率の上昇といった外的要因により、今後も費用の増
加が見込まれる。

重点施策を進めるために必要な費用及び財源となる収益を推計

安定した経営を継続するためには
下水道使用料改定が必要

（単位：千円）
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経営戦略に記載すべき内容①経営戦略に記載すべき内容①
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（令和４年度第１回下水道事業経営セミナー／総務省資料から抜粋）



7

経営戦略に記載すべき内容②-1経営戦略に記載すべき内容②-1
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（令和５年度第２回下水道事業経営セミナー／国土交通省資料から抜粋）



経営戦略に記載すべき内容②-2
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（令和５年度第１回下水道事業経営セミナー／国土交通省資料から抜粋）

「定量的な業績指標及び
目標年限の記載例」として、

厚木市下水道事業経営ビ
ジョンが掲載されました



年度 R6決算 R10 R12

経費回収率（％） 109.25 96.64 93.94

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3決算 R4決算 R5決算 R6決算 R7予算 R8 R9 R10 R11 R12

収益 6,073,453 6,090,265 6,121,119 6,125,999 6,174,427 6,295,150 6,078,340 6,314,452 6,269,557 6,284,481

費用 5,782,814 5,917,578 5,760,090 5,875,247 6,289,337 6,769,096 6,414,659 6,426,071 6,350,468 6,488,066

当期純利益
（△は当期純損失） 290,639 172,687 361,029 250,752 △ 114,910 △ 473,946 △ 336,319 △ 111,619 △ 80,911 △ 203,585

未処分利益剰余金
（△は未処理欠損金） 531,923 704,610 1,065,639 1,316,391 1,201,481 727,535 391,216 279,597 198,686 △ 4,899

年度

収支計画（下水道使用料改定）収支計画（下水道使用料改定）
下水道使用料改定（概算①）

令和10年度 単価改定率10％

●当期純利益 R10以降もマイナス継続

●未処分利益剰余金 R12にマイナス

前回改定
平成26年度

平均改定率9.92％

9

（単位：千円）

改定率10％では
安定した経営が維持できない



年度 R6決算 R10 R12

経費回収率（％） 109.25 102.98 100.10

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3決算 R4決算 R5決算 R6決算 R7予算 R8 R9 R10 R11 R12

収益 6,073,453 6,090,265 6,121,119 6,125,999 6,174,427 6,295,150 6,078,340 6,519,520 6,473,978 6,488,256

費用 5,782,814 5,917,578 5,760,090 5,875,247 6,289,337 6,769,096 6,414,659 6,426,063 6,350,457 6,488,048

当期純利益
（△は当期純損失） 290,639 172,687 361,029 250,752 △ 114,910 △ 473,946 △ 336,319 93,457 123,521 208

未処分利益剰余金
（△は未処理欠損金） 531,923 704,610 1,065,639 1,316,391 1,201,481 727,535 391,216 484,673 608,194 608,402

年度

収支計画（下水道使用料改定）収支計画（下水道使用料改定）
下水道使用料改定（概算②）

令和10年度 単価改定率17.3％

10

17％以上の改定が必要となる見込
今後、具体的な検討が必要

（単位：千円）

●当期純利益、未処分利益剰余金ともに
R12までプラスが継続する最低ライン
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県内自治体の改定状況－令和5年度（2023年度）以降－県内自治体の改定状況－令和5年度（2023年度）以降－
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鎌倉市 藤沢市 秦野市 大和市 伊勢原市 綾瀬市 寒川町 愛川町 厚木市
改定年月日 H24.4.1 H29.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H30.4.1 R1.7.1 R3.10.1 H25.4.1 H20.4.1

改定率 10.00% 4.80% 5.00% 12.74% 4.80% 10.00% 5.60% 8.00% 9.40%
R5.4.1 R5.7.1 R5.10.1 R7.4.1 R6.4.1 R5.10.1 R6.4.1 R5.10.1 H26.4.1
16.61% 12.50% 5.00% 23.34% 10.00% 8.00% 23.00% 15.00% 9.92%

0～4 500
5～8 110
9～10
11～15
16～20 137 131
21～25
26～30
31～40 158
41～50 159
51～60
61～75
76～100 260
101～200 232 208
201～300 248 229
301～500 265 219 245 244
501～600
601～1000
1001～2000
2001～3000
3001～5000
5001～10000
10001～15000

15001～20000

20001～25000

25001～30000

30001～        
2,754 2,487 2,618 2,825 2,582 2,470 2,568 2,438 1,974

304,253 317,769 295,960 299,105 274,007 238,189 265,633 271,168 144,160
20m3(1ｹ月)
1000m3(1ｹ月)

290
403 182312

246 293

291

364

357 156

280
307 236

266
326

291

194

302 311 139267

118232 194

154

243 264
270

255
109196 176 180186 218

99167 118

185

140
171

165 185

149 152 160

210

112

154
135 114

93148

91
138

120
122127 113

120

919 863

118

703833 908 717930 815

自治体名
前
回

改定年月日
改定率

下
水
道
使
用
料
単
価

（下水道使用料等事務連絡協議会作成資料を抜粋加工）



経営ビジョン改定スケジュール（予定）経営ビジョン改定スケジュール（予定）

※令和９年度（2027年度） 使用料改定のため審議会3～4回開催予定
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11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
業務

令和7年度（2025年度） 令和8年度（2026年度）

・市民周知

・現状分析

・新規投資計画・更新投資計画の検討

・下水道使用料改定の検討

・経営方針・経営目標の設定

・下水道運営審議会

・庁議（経営戦略会議等）

・議会

・パブリックコメント等

R6決算、R7予算を含め検討

諮問 答申

全員協議会

パブリックコメント

（30日間以上）
パブリックコメント結果公表

経営ビジョンHP公開

経営戦略会議

経営戦略調整会議

経営戦略会議

経営戦略調整会議

第２回

経営戦略会議

経営戦略調整会議

意見交換会等

改定版策定 経営ビジョン改定

第３回

全員協議会


